


今後の道路行政についての意見・提案 
①  道路行政全般について改善すべき点、要望や提案など                           岩手県雫石町  

 まずもって、今回のような意見・提案の機会を頂いたことに感謝を申し上げます。今後も道路行政に地方の実状や意見を反映してくださる 
ことを望みます。 
さて、道路特定財源制度が 21 年度から一般財源化されるようでありますが、このことで地方の道路整備に悪影響が及ばないことを強くお 

願いするものであります。 
道路特定財源等に関する基本方針においては、必要と判断される道路は着実に整備するとありますが、地方は都市部と比較すると交通量等 

において優先度が低く、事業の重点化・効率化を考慮すれば、事業採択がより厳しい状況になると思われます。 
地方は移動手段のほとんどが車であるため、道路は生活と密着しており必要不可欠なものでありますが、厳しい財政状況により財源確保が 

難しくなり、整備が進まない状況であります。 
今後の地方における道路整備促進のため、道路整備臨時交付金の存続と拡充（国費の増額）、地方道路整備臨時貸付金の存続を要望します。 

 

様式① 



今後の道路行政についての意見・提案 
 ②－１ 地域の現状と抱える課題                                       岩手県雫石町  

○現状 
 本町は６０９ｋ㎡の広大な面積を有し道路網は一般国道４６号

や主要地方道、一般県道、町道等を中心に、東西交流軸、南北交

流軸、環状交流軸等が形成されています。町道の整備状況は道路

延長が８４０ｋｍ、道路改良率６４％、舗装率５０％であります

。この中で主要な幹線道路についてはほぼ整備済みでありますが

、日常生活に直結した生活関連道路については、地域住民からの

改良整備要望箇所が多数あり、多くの整備箇所を抱えております

。 
 
 

○課題 
 うるおいと快適・安心のまちづくりを目指す本町において、道路 
整備は必要な施策であります。国道については４車線化の促進や、 
局部改良、県道は歩道整備や町道の県道昇格が課題となっておりま 
す。町道については、主に生活関連道路整備の促進と施設の老朽化 
への対応が課題となっております。 
 
 

様式② 



今後の道路行政についての意見・提案 
 ②－２ 地域の目指すべき将来像                                       岩手県雫石町  

豊かな自然と共生し、快適・安全で活力に満ちたひとに優しいまち 

 本町のもつ美しく豊かな自然と共生しながら、快適・安全な暮らしやすい生活環境の整備、付加価値の高い産業の創出、思いやり 

のある地域福祉ネットワークの構築などを目指します。 

 

主体性をもち、創造力豊かな個性を育むひとづくりのまち 

 郷土づくりはひとづくりであるという認識を踏まえ、変化の時代を先取りする進取の精神を養うとともに、２１世紀の町の生活、 

産業・経済・社会・文化等各分野の課題に創造性をもって挑戦する人間形成のまちづくりを目指します。 

 

多様な交流・連携を進め、町の総合力を高めるまち 

 高速交通体系を活用しながら、生活、産業、観光、スポーツ、文化等の分野を中心にひろく県内外、ひいては海外とも交流する夢 

のある郷土づくりを目指します。 

 また、情報通信網等の整備を踏まえながら、福祉や医療、防災等の分野におけるネットワークづくりを進めるとともに、地方分権 

や広域行政のながれに対応するため町民と行政との連携・協調を深めるまちづくりを目指します。 
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今後の道路行政についての意見・提案 
 ③ 道路施策の重点事項(代表事例､期待する効果や評価等)                           岩手県雫石町  

○重点事項 
 
・地域活力の向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
・交通安全対策 

 
 

 
・良好な景観形成 

 
 

・施設の老朽化 
対策 

 

○代表事例 
 
幹線道路の整備促進（拡幅改良等） 
 国道 46 号 七ツ森地区  線形改良 
       赤渕こ線橋  拡幅改良 
             橋場地区   視距改良 
地域高規格道路(盛岡秋田)の整備促進 

 
生活関連道路の整備  
 町道の 1 車線改良舗装  
 
幹線道路への歩道整備 
 主要地方道・県道  
   西安庭・長山地区 歩道新設 
 
景観に配慮した道路整備 
  
 
定期的な点検により維持管理計画を策定 
し施設の長寿命化を図る 

○期待する効果や評価等 
 
安全・安心な移動による交流人口の拡大 
快適・安全で暮らしやすい生活環境 
付加価値の高い産業の創出 
 
 
 
快適・安全で暮らしやすい生活環境 
 
 
快適・安全で暮らしやすい生活環境 
通学路における安全の確保 
 
 
快適で心地よい生活環境 
 
 
利用者へのサービス水準の維持と財政負 
担の平準化と低減 

○その他 
 
農業・観光等の産業振興 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
雫石町ふるさと景観条例 
日本風景街道 

様式④ 



岩手県 雫石町 国道４６号 七ツ森地区における線形改良

■七ツ森地区の現状
・雫石町七ツ森地区の国道４号では、急カーブの連続により、ドライバーからの見通し距
離が確保できない状況にある。

・そのため、当該区間での死傷事故は過去10年間で50件と多発している状況にある。

線形改良により、交通事故が減少するとともに、救急車両等を
含む車両走行性が向上される

① 雫石方面から盛岡方向を望む

② 盛岡方面から雫石方向を望む

◆線形改良を実施すると・・・・

雫石町 第22地割 七ツ森
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